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幡池裕行・聖刻絵巻
天然色版
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-聖刻10821I1r旋風の狩猟機J表紙イラスト(縦460醐×償33日間)

@ 





-聖刻1092団 r囚われの盟主女」表紙イラスト(縦3目印刷×償27印刷

@ 





-聖刻1092回 r雷光の秘j軍兵J表紙イラスト(縦540mmx償却伽m)

@ 



⑨聖刻1092困『光風の快男児」表紙イラスト(縦520llilx償365剛)

@ 



⑨聖刻!日目白口絵イラスト(縦545rnmx慣395mm)
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獅子王1987年3月号掲蔵イラスト(縦365冊×横51511V11)
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IACTER COLLECTION 

刻

聖衷IJの物語はこの男を中心に

展開する。ラマス教の寺院で修

行する僧侶拳土。呑気な顔の奥

底に不屈の闘志を秘める。父の

形見である 〈白き操兵》ニキ・

ヴァシュマールを駆り、深淵た

る聖刻の神秘と謎に挑む。

出
さ
れ

自
き



WAR 1092 

悲
/ 

(L の
車

の
忘
れ

CHARA' 

リムリア・ラフト

・メネス
フェンの幼馴染み。栗色の髪

と碧眼を持つ可憐な少女。実は、

幻の王国ホータン王朝の末喬で

ある。施された術がとけると、

その証である金髪があらわれる。

聖都アラクシャー復活のための

陰謀に巻き込まれる。



誇り高い孤高の騎士。長い銀 目
髪の女性的な風貌ながら、高田剣 E 
の使い手で水銀の貴公子H の異 E 

名をとる美剣士。輝く機体を誇

る狩猟機アビ・ルーパの操手で

ある。知略、精神力ともに優れ

たものを持iつ。

開
発
を、

かリ
ふる
剣
士
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少櫨
女ー

の

• 

ジ~D・ミイ‘
交易路ーの占い師を自称して

いる。どんな辛い状況にもめげ

ずに頑張る。大人びた口調でま

わりの人聞を翻弄するが、まだ

まだ幼さは隠せない。普通の人

間にはない、どこか謎めいた雰

囲気を持っている。

，. 
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ガルン・ストラ
謹厳実直な性格の聖騎士。ま

じめすき'る性格が災いしている

ところもある。悪錬な練法師の

陰謀に立ち向かう。赤銅の樹本

の豪操兵ノfラ‘ンュ・パラーハを

愛機とする。秘剣、岩草月賞リの使

い手でもある。 し
い
気
惜
の

/ 
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イル・カタム
遊牧民、ラウ族の若き戦士長。

部族とともに馬を率いて、常に

荒野、草原をさすらっている。

騎馬の戦士として勇猛果敢さは

あたりに鳴り響いている。どん

な強大な相手であろうと、けっ

してひるまず立ち向かう。

、
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• 忌
ま
わ

ソマ

なる雰囲気を放っている。風

の門の祁F者としてはもちろんの
こと、体術にも秀でたものを持

つ。
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カルラ

月の門の練法師。聖華八門唯

一の女性神南。月の光を糧に、

時と閤を支配し人の心を欺く影

を操る。幾星霜を経た高位術者

であるが、その姿は妖艶な美女

のものだ。心の奥底に、ソマ

の一途な愛がひそんでいる
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扱.

な
る
周
の
女
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き
狼

ゼナム

ガシユガル・メヒム
傭兵騎士団グルーンワルズを

率いる ホ蒼狼鬼。の異名を持っ

た百戦錬磨の武者。どんな卑劣

な行為をも厭わぬ、比類のない

戦い方は、その名を知るものに

とって恐怖以外のなにものでも

ない。

凶

な

グルーンワルスにおいて、ガ

シュガルの副官を務める若武者。

荒くれ者の集団の中で異彩を放

つ。子供の頃から自分を鍛え育

ててくれたガシュガルのことを

親のごとく慕い、全幅の信頼を

おいている。
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たる の大
タム・ターラ

東方霊刻教会の間の組織 僅 奪八門〉を束ね

る謎の人物。 はかりしれない力を操る~&怖の練

法師である。‘黒き操兵。の仮面に魅せられ、そ

の使徒となる。世界を 〈黒〉に染め上げるため

にさまさ3な陰謀を張り巡らせる。
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自由き操兵Mニキtヴァシ11マール・
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フェンの駆る操兵。父親ハオの唯一の形見として残さ ・ . 

e. 

れ-k.詰ゐ操兵で、世界毛E笥~ <八の聖刻〉の〈白き操兵〉
の一体。聖都アラクシャーで眠りについていたが、八オ

の手によって盗み出され、フェンに託された。
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東
方
旦
刻
教
会
の
霊
騎
士
、
ガ
ル
ン
・
ス
ト
ラ
の
駆
る
赤
銅
の

操
兵
。
聖
刻
教
会
先
々
代
法
皇
か
ら
ス
ト
ラ
家
が
拝
領
し
た
機
体

で
、
ガ
ル
ン
、
父
親
、
祖
父
、
曾
祖
父
と
四
代
に
わ
た
っ
て
使
用

さ
れ
た
ス
ト
ラ
家
の
象
徴
た
る
操
兵
。
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『銀
の
貴
公
子
』
の
異
名
を
と
る
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ラ
ブ
ト
ゥ
の
愛

機
。
中
原
で
は
珍
し
い
西
方
製
の
操
兵
で
、
ク
リ
シ
ユ
ナ
の
祖
父

か
大
枚
を
は
た
い
て
取
り
寄
せ
た
機
体
。
練
法
の
効
力
を
あ
る
程

度
無
力
化
す
る
、
銭
面
装
甲
を
装
備
し
た
最
新
鋭
機
で
あ
る
。
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恐怖の傭兵集団グルーンワルズの団長、ガシュガル・

メヒムの手足ともいうべき操兵。ガシユガルが、さきはな

き東方の小園、ヒゼキアの王都嘗備隊にいた時期に使用

していたものを改造した機体である。
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聖
筆
八
門
の
裏
門
第
二
位
、

《風
の
門
》
の
ソ
マ
の
駆
る
呪
操

兵
。
三
本
の
剛
腕
と
結
印
用
の
二
本
の
腕
を
も
っ
異
形
の
操
兵
で
、

ソ
マ
の
練
法
を
僧
幅
し
発
動
さ
せ
る
。
嵐
を
触
媒
に
し
、
わ
ず
か

で
も
風
が
あ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
気
象
を
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

風の門ソマの明操兵フエノ・ベルガ・ラハン
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聖
護
八
門
の
裏
門
第
一
位
、
《月
の
門
》
の
カ
ル
ラ
の
乗
る
呪
操

兵
。
月
を
象
徴
す
る
曲
線
を
も
っ
た
操
兵
で
、
カ
ル
ラ
の
練
法
を

漕
幅
し
発
動
さ
せ
る
。
月
の
満
ち
欠
け
と
位
置
に
あ
わ
せ
て
様
々

な
ま
や
か
し
、
聞
、
時
を
司
る
術
を
使
用
す
る
。

糊世間判明 ユィノ')v-X・)vrj月の門カルラの呪操兵

• 

E~J~側
糸
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万ノ・エルム・併火の門J~Jレサの呪操兵

聖華八門の表門第三位、 〈火の門〉のパルサが乗る呪操

兵。両肩に龍の頭蓋をもっており、パルサの練法を増幅

し発動させる。両肩の頭蓋後方についている呪封筒には、

数々の爆炎の練法が封じ込められている。

@
 



設IfUDE~~lll 脚tt!日明

シ
ユ
ノ
・
ア
ク
ル
・
デ
イ
ケ
|
口
水
の
門
シ

l
タ
l
の
呪
操
兵

F 

聖撃八門の裏門第三位、〈水の門〉のシーターの操る呪

操兵。水晶をイメージさせるごの機体は、シ ターの練

法を増幅し発動させる。水を触媒とし、川辺や湖、海な

どでは絶大な力を発慢する操兵である。

@ 



聖肇八門の表門第二位、 《金の門〉のガルダが駆る呪操

兵。操兵としては珍しく変形機能を持ち合わせており、

普段は敏捷性が高くパワーのある獣型をしているが、高

位練法を用いるときは人型となる。

、ll
a
i
-
-

金
の
門
ガ
ル
ダ
の
呪
操
兵

キ
ノ
・
ザ
ウ
ー
ル
・
ラ
ギ
ユ
ラ

. 



糊腕!日野明里町賢明暗

ム
ゥ
ノ
・
口
・
ク
ウ
ラ

ラ
ー
ジ
ャ
の
呪
操
異

'捌+
A
V
m
w聞
川

聖華八門の表門第四位、 〈木の門〉ラージヤが操る日兄操

兵。背部から伸びる樹操鞭を地面に突き刺し、樹木を操

る。粧練によって植物材質で成型された外装は、植物と

融合し機体に取り込むごとが可能である。
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聖
華
八
門
の
裏
門
第
四
位
、

《土
の
門
》
の
ダ
口
卜
が
駆
る
呪
操

兵
。
削
岩
機
を
思
わ
せ
る
巨
大
な
腕
か
特
徴
で
、
ダ
ロ
ト
の
練
法

を
溜
幅
し
発
動
さ
せ
る
。
土
を
触
媒
と
す
る
た
め
、
行
動
の
ほ
と

ん
ど
は
土
中
で
行
わ
れ
地
上
の
様
子
は
潜
望
限
に
よ
っ
て
探
る
。

士
以
降
タ
ロ
ト
の
呪
操
兵
ツ
オ
ノ
・マ-ソウク

〆



川ノ

1
1

ヰ
ノ
布
。

臨
陶
爪

W
間
川

V
'札山
wwハ
mw叩
明

糊腕!日伊勢町事即時

聖
華
八
門
の
表
門
第
一
位
、

《陽
の
門
》
の
ア
ル
パ
が
乗
る
呪
操

兵
。
機
体
上
部
の
印
手
は
象
徴
で
あ
る
太
陽
を
現
し
て
お
り
、
結

界
内
で
、
光
、
熱
な
ど
の
太
楊
の
力
を
自
在
に
駆
使
す
る
。
座
っ

て
い
る
台
座
は
呪
封
座
と
い
い
、
巨
大
な
呪
封
筒
の
類
で
あ
る
。
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国
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3
E
t
f

聖
華
八
門
の
長
、
ダ
ム
・
ダ
|
ラ
の
分
身
と
も
い
え
る
黒
き
秘

録
兵
。

『八
の
霊
刻
』
の
う
ち

『自
の
操
兵
』
ヴ
ア
シ
ユ
マ
|
ル
の

対
極
に
あ
た
る
『黒
の
操
兵
』
。
風
水
火
+
宍
あ
ら
ゆ
る
力
を
自
分

の
も
の
と
し
て
変
燥
す
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
。
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砂
滋
の
・
申
ー
の
唯
司
の
楽
園
、

-ォ
ア
シ
ぇ
。
、
小
さ
な
泉
に
氏
が

華
い
じ
や
が
て
ひ
ピ
つ
の
街
ヒ

打

抽

ヲ

九

ι
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隊
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そ
う

港
時
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作
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水
港
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に
す
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が
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